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平成 26 年 10 月 27 日 

各  位 

上場会社名   株式会社共同紙販ホールディングス 

代表者     代表取締役社長  郡司 勝美 

（コード番号  9849  ジャスダック） 

問合せ先責任者 取締役常務執行役員管理本部長 木村 純也 

（TEL      03-5826-5171） 

 

第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成 26 年５月９日に公表した平成 27 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と、本日公表の実績に下記のとおり差異

が生じましたのでお知らせいたします。 

 また、最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年３月期通期の業績予想につきましても下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

 

平成 27 年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値との差異(平成 26 年 4月 1日～平成 26 年 9月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

9,000 
百万円 

80 
百万円 

80 
百万円 

70 
円 銭 

10.54 

実績(Ｂ) 8,121 △81 △31 23 3.47 

増減額(Ｂ－Ａ) △879 △161 △111 △47  

増減率(％) △9.8 － － △67.1  

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 26 年 3月期第 2四半期) 
8,434 78 101 84 12.66 

 

平成 27 年 3月期通期連結業績予想数値の修正(平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

18,000 
百万円 

180 
百万円 

170 
百万円 

150 
円 銭 

22.59 

今回修正予想(Ｂ) 17,600 16 70 118 17.78 

増減額(Ｂ－Ａ) △400 △164 △100 △32  

増減率(％) △2.2 △91.1 △58.8 △21.3  

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 3月期) 
17,708 129 154 84 12.75 

 

平成 27 年 3月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値との差異(平成 26 年 4月 1日～平成 26 年 9月 30 日) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

9,000 
百万円 

80 
百万円 

70 
円 銭 

10.54 

実績(Ｂ) 8,112 △23 22 3.37 

増減額(Ｂ－Ａ) △888 △103 △48  

増減率(％) △9.9 － △68.6  

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 26 年 3月期第 2四半期) 
8,422 110 99 14.95 

 

平成 27 年 3月期通期個別業績予想数値の修正(平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

18,000 
百万円 

170 
百万円 

150 
円 銭 

22.59 

今回修正予想(Ｂ) 17,600 77 118 17.78 

増減額(Ｂ－Ａ) △400 △93 △32  

増減率(％) △2.2 △54.7 △21.3  

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 3月期) 
17,686 171 116 17.58 
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差異及び修正の理由 

 

（第２四半期累計期間業績予想と実績の差異） 

 連結売上高は、需要低迷による販売数量の減少により低調に推移しました。 

 利益面につきましては、仕入価格の大幅上昇により売上総利益が圧迫され、販管費の削減に努めたものの、営業利益 

 △81 百万円、経常利益は△31 百万円となりました。 

 四半期純利益は、厚生年金基金解散損失引当金戻入額を特別利益に計上したこと等により 23 百万円となりました。 

 なお、個別業績につきましても連結業績と同様の理由により、予想と実績に差異が生じました。 

 

（通期業績予想の修正） 

 第２四半期累計期間の業績を反映したことにより、連結および個別の通期業績予想を修正いたしました。 

 

 

 

（業績予想に関する注意事項） 

 業績予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって 

 予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 

 


